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まえがき

2012年に米国でBrave（邦題：メ
リダとおそろしの森）という映画が
Dolby Atmosという音声フォーマッ
トで初めて公開されました．それ以前
の映画音声は，5.1ch，7.1chといっ

たような水平方向のサラウンドサウン
ドには対応できていましたが，天井方
向からの音声再生は実現できていませ
んでした．Dolby Atmosによって，
天井方向からの音声再生にも対応でき
るようになり業界で注目を集めました
が，その実現にあたっては，オブジェ

クトオーディオと呼ばれる新しい技
術・概念が使われています．本稿では，
オブジェクトオーディオとはそもそも
どういうものなのかを，Dolby Atmos
を例に解説します．

Dolby Atmos以前の映画音声:
Channel-based Audio

映画の音にはさまざまな音が含まれ
ています．例えば，森のシーンであれ
ば，鳥の鳴き声，羽ばたき，猿の鳴き
声などが含まれるでしょう．都会の雑
踏のシーンであれば，車のエンジン音，
クラクション，人々の靴音，会話する
人々の声などが含まれるでしょう．映
画制作者は，これら1つ1つの音につ
いて「Lチャネルのスピーカから出そ
う」，「RチャネルからLチャネルに移動
するように音を出そう」といったように
音を出すチャネル（スピーカ）を決め，
それぞれのチャネル（スピーカから出す

音）をすべて作成（ミキシング）してか
ら5.1ch，7.1chといったフォーマット
で音声を記録していました．このよう
な手法は映画に限った話ではなく，ポ
ピュラーミュージックのような音楽制
作でも基本的には同じです．音楽の場
合，ギター，ベース，ドラム，ボーカ
ルといった音の要素を個別に録音して
から，L/Rチャネル（ステレオ）にミキ
シングするのが一般的です．このよう
に，各チャネル用にミキシングした後
の音を記録しておく手法を，チャネル
オーディオ，もしくは，チャネルベー
スオーディオ（Channel-based Audio）
と呼ぶことがあります（図1）．CDには
2ch, DVDには最大で5.1chの信号を記

録することができますが，これらには
すべてチャネルベースのオーディオ信
号が記録されています．

各スピーカから出す音をメディアに記録

図1 チャネルベースオーディオ
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革命: Object-based Audio

ここで，チャネルベースオーディオ
によって記録された音声を再生する場
合を考えます．記録されたチャネルと
再生するスピーカの数・位置が完全に
一致している場合は，コンテンツ制作
者の意図した音が，意図した場所（ス
ピーカ）から出力されることになり，
何も問題はありません．では，記録さ
れたチャネルとスピーカの数・位置が
異なっている場合はどうでしょうか？
例えば，通常の映画館では，5.1chを
超える数多くのスピーカが設置されて
います．しかし，スピーカの数や設置
位置は，映画館によってまちまちです．
また，5.1chというとサラウンドチャ
ネルは2chあることを意味しますが，
映画館では，サラウンドスピーカを2
つ以上設置し，そのうちの半分をレフ
トサラウンド用，残りの半分をライト
サラウンド用として使用するのが一般
的です．複数のスピーカがあるのに，
それらスピーカから同じ音を出すとい
うのも少々もったいない気がします．
個々のスピーカを最大限活用し，かつ，
設置位置に応じて最適な音を出すには
どのようにすれば良いでしょうか？そ
れを解決するために生み出されたの
が，オブジェクトオーディオ（もしく
は，オブジェクトベースオーディオ，
Object-based Audio）と言えるでしょ
う（図2）．
オブジェクトオーディオの場合，コ
ンテンツ制作者が記録する信号にチャ
ネルという概念はありません．記録す
るのは，個々のオブジェクトの
（1）音（PCM）
（2）3次元空間での位置情報（x, y, z

座標）

です．先の森のシーンを例にとると，
「鳥の鳴き声」，「羽ばたき」，「猿の鳴
き声」の3つが，それぞれ個々のオブ
ジェクトとなります．メディア等に記
録されるのは，3つのオブジェクトの
それぞれの音と，それに付随するオブ
ジェクトの位置情報（x, y,z座標デー
タ）です．
先述の通り，オブジェクトオーディ
オで記録された信号には「どこのス
ピーカから音を出力せよ」という情報
が含まれていません．どこのスピーカ
から出力するかを決めるのは，再生機
器側に含まれるオブジェクトオーディ
オレンダラー（Object Audio Renderer）
と呼ばれる装置（機能）です．映画館
を例に考えてみます．まず，レンダ
ラーに対し「映画館のどこにスピーカ
が設置されているのか」という位置情
報を与えます．レンダラーは．スピー
カの位置情報と，オブジェクトの位置

情報をリアルタイムで比較し，どのス
ピーカから個々のオブジェクトの音を
出すべきかを決定します．
これによって，コンテンツ制作者は，
スピーカの位置や数に囚われることな
く，3次元空間を自由に動き回る音を
表現することが可能になりました．ま
た3次元空間を自由に動き回る音を再
現するために，映画館にも天井スピー
カが設置されるようになりました．こ
のオブジェクトオーディオのシステム
を初めて実用化したのが，Do lby
Atmosです．これによって，映画音
響はこれまでとは異なる次元に到達し
ました．Dolby Atmosは，最大118
個のオブジェクトまで再現可能であ
り，多種多様な音が含まれる映画音声
にも充分対応しています．

各オブジェクトの
音と位置座標を
メディアに記録

（0, 0, 0）

音1：羽ばたき音
座標（x1, y1, z1）

音2：猿の鳴き声
座標（x2, y2, z2）

音3：鳥の鳴き声
座標（x0, y0, z0）
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図2 オブジェクトオーディオ



映像情報メディア学会誌 Vol. 71,  No. 6（2017）848（106）

知っておきたいキーワード オブジェクトオーディオ

オブジェクトオーディオの
広がり

映画館の音響システムから始まった
Dolby Atmosは，その後Blu-rayディ
スクやAVアンプといった民生用のメ
ディア・機器にも採用され，一般家庭
でもその音を楽しめるようになりまし
た．またDolby Atmosのコンテンツ
は映画だけではなく，音楽やゲームに
も広がりを見せています．

オブジェクトオーディオに対応した
技術はDolby Atmosだけでなく，そ
れ以外の技術も登場していますが，基
本的な考え方はDolby Atmosと同じ
です．
今後は，いかなるメディアや音声規
格においてもオブジェクトオーディオ
対応は必須となるでしょう．
なお，Blu-rayなどの既存のメディ
アにDolby Atmosを記録する場合，
後方互換性を保つために（オブジェク

トオーディオに加え）チャネルベース
のオーディオも必ず記録されていま
す．これによって，「Dolby Atmosを
デコードする機器を持たないユーザ
は，チャネルベースのみをデコードす
れば，これまでと同様のステレオや
5.1chサラウンドサウンドが楽しめ
る」という配慮がなされています．

（2017年7月20日受付）
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